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116／77％
99／66％
31／21％
　5／3％
36／24％
46／30％
　7／5％
34／23％
72／48％
22／15％
　4／3％
問2、疲れた、大変だったにO印を付けた人にたずねます。その中で特に疲
　れたことや大変だったことは何ですか。（複数回答可）
　＊実習ノートの記録・記載　　　　　　　　　　　　　　　　　38／25％
　＊手作りの名札作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9／6％
　＊手作りの弁当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6／4％
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＊事前研究
＊事後研究
＊当日の清掃
＊当日のミーティング
＊当日の子どもとの対応
＊当日の反省会
＊環境把握（おもちゃの場所の記憶、おもちゃの設定）
＊その他具体的に
5／3％
3／2％
2／1％
3／2％
77／51％
9／6％
17／11％
問3、事前研究についてたずねます、適切だと思う回数は何回か。
　＊1回　　　　　　　　　　　　　　　　　　26／17％
　＊2回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90／60％
　＊3回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16／11％
　＊4回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／1％
　＊5回
　＊6回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／1％
　（理由があれば書いて下さい）
問4、その他意見があれば自由に記入してください。
《問4のその他の意見について》
a、事前研究の回数について　　（以下同意見は省略）
＊あまり多いと本実習で学ぶことがなくなるので1回で十分だと思う。
＊おもちゃのあそび方が分かっても実際にその場に子どもがいないと対応
　の仕方が学べないので1回だけでよい。
＊1回でできなかった疑問点が2回目で改善できると思うので2回がよい。
＊1回だけでは環境把握が曖昧になるのでやはり2回ぐらい必要だと思う。
＊1回目はおもちゃを覚え2回目はおもちゃをどれだけ活用できるか学ぶ。
＊一度目は場所を知り、二度目は保育者として研究する。
＊2回でおもちゃの位置がだいたい覚えられるから2回ぐらいがよい。
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＊2回くらいなら多くも少なくもないから2回でよいのでは。
＊1回ではすべてのおもちゃを見たり触れたりできないし、あまり多いと
　授業の関係で大変です。
＊開館日と自分の空き時間があわないので2回ぐらいでよい。
＊環境把握だけでなく注意事項や実習の流れどんな子ども達が来るのか等
　もう少し深く研究してみたい、又指導して欲しい。
＊もう少し中身の濃い事前研究になるといいなと思います。
b、全般的なその他の意見　　（以下同意見は省略）
＊もっと子どもと関わりたいのでライブラリー実習を2～3回やってもい
　いと思った。
＊ある年齢だけでなく年少・年中・年長と実習体験してみたい。
＊机の上で学べなかったことが学べて勉強になり1度限りでなく数回でき
　ると良い。
＊子どもと一緒にあそべて楽しかった、ここで学んだことを本実習でいか
　せればいい。
＊子ども同士がけんかした時どのように対応してよいか困った。
＊緊張していたので対応の方法が上手く浮かばなかった。
＊1日だけのライブラリー実習だったけど、短い時間の中で疑問点が出た
　り保育者の先生と一緒に過ごすことができて勉強になることが多かった。
＊ライブラリー実習で上手くいった人も失敗した人ももう1回実習を行う
　ことで子どもの対応の仕方が分かると思うのでもう1度実習をしたい。
＊1回で自分の欠点を見つけ2回で改善し、3回で自分なりに工夫し研究
　実習したい。
＊子どもの人数の割に実習をする人の人数が多かった。
＊子どもと接する時間が少なすぎてあまり参考にならないきがする。
＊実習の時間が半日でこれからのところで終わってしまった。短かった。
＊たいしてやることがなく無駄だと思うので時間を短くしたほうがよい。
＊先生や館長先生に監視されているようですごく緊張した。
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＊館内のおもちゃは充実しているが、ままごとのSの三角巾が短くて縛れ
　なかった。
＊季節感のあるような雰囲気が欲しいので模様替えをするとよいと思う。
＊本番の時は思ったようにいかずなかなか話し掛けられなかった。
＊先生の行動を見ていると自分にはできるか不安で行動できず気になり発
揮できなかった。もっと自信を付けたいと思った。
＊何も分からないままあっという間に終わってしまったので、1回では短
　いので3回ぐらい実習をして欲しい。
＊大学の附属幼稚園があるのだからもっと接する機会を増やし現場に慣れ
　ることができるとよい。
皿一（1）、幼稚園実習前調査結果の考察と改正案
　a、アンケートの時期と有効数
　1年生のおもちゃライブラリー実習は、すべての学生が終了したのは12月
でアンケートはその後に行いほぼ100％の有効数である。2年生の有効数は
1月に行ったので、冬休みの直後で成人式と重なった時期となり80％で二部
の学生はさらに悪く50％未満であった。このことから1月は学年末試験もあ
りあまり調査には相応しくないと判断し、二部の意見は全部ではないことを
考慮したい。
　b、結果と考察
　調査の質問は大きく3つの項目に分類した。
　1の「おもちゃライブラリー実習を終えてどのような感想を持ちましたか」
に対し、r勉強になった」は76％とほぼ実習の役目を達成していると思われ
る。
　「楽しかった」は33％とやや少ないのに対し、「疲れた大変だった」が57～
88％もの学生が答えている。そして注意が必要なことは、「自信をなくした」
が31％r実習はしたくない」と思っている学生が20％もいることであり、幼
児教育科として危機感を持たなくてはいけないと考察する。
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　2つめは、前問に関連しr疲れたことや大変だったことは何ですか」であ
る。
　結果は、「実習ノートの記録・記載」が88％であり、やり直しをしたり、
提出期間に間に合わなかったことであると考察する。次にr環境把握」が若
干多く48％で、次いでr事前研究」40％・r事後研究」が35％の結果になっ
た。
　3つめは、「事前研究の適切だと思う回数は何回か」を質問したが。
　トップは2回の43％で次に3回の26％となっており、1回は17％4回が11
％となっている。全体に空き時間が少ないようであるが、特に二部の学生は
昼間に仕事をしており空き時間が少なく4回は多いと考察する。
以上3つの質問に対し、2年生の場合も殆ど同じであるが、「自信を失った」
の項目で半分以下に少なくなっているのが救いであると考察する。
　最後の質問は、rその他意見があれば自由に記入して下さい」だったが、
3つの質問に対し非常に多くの意見が回答された。長くなるので一部分を抽
出し注意が必要なものをその幾つかをあげてみた。
　「園児に対する先生の対応が見れて参考になりました。本実習の時役立つ
と思った。ガイダンスの時やミーティングでは話すことがすごく厳しく、恐
くなり変なプレッシャーを感じみんな自信を失った。そんな時はもっと笑顔
で励ましの言葉をかけて欲しかった。ライブラリー実習の後はもう2度とラ
イブラリーに行きたくなくなりました。一時期何もかも嫌になった。子ども
が嫌いになった。おもちゃライブラリーと実習が混在しているのは適切では
ないと思います。場所はライブラリーを使用しているが実習に視点を置いて
指導するのが良いと思います。この実習はやる気がなくなり逆効果だと思っ
た。ちょうどノートの提出と他の授業のレポートが重なり毎晩眠れず辛かっ
た、この時期はやめた方がいい。せっかくノートを書いたのに、時間だから
といって打ち切られるのは納得がいかない。見られないならノートを書かせ
ること自体やめたほうがいい。実習前に実習内容の記入法を質問したが、明
確な解答をもらえなかった。実習内容の記載方法はある程度決まっていると
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思うのであらかじめ記入方法をきちんと指導して下さい．私はとても疲れて
何回やってもだめなので泣きました。何回も何回も書き直して、何度も何度
も徹夜して、もう嫌になって幼児教育科をやめようと思いました。」
　以上一部分であるが、今後為になることより苦情の方が多く、自分の主と
なる専門の課程を投げ出してしまうような意見があるということは、この実
習の在り方として非常に考え直す必要性があると考える。
　本来おもちゃとは、あそびを誘発し発展させる道具である。子どもにとっ
て、おもちゃはあそびにおいて夢や希望を持たせ楽しくさせるものでなくて
専まならない。
　その楽しいあそびの場において、一方では初めての体験なのに、実習とい
う大変難しい教育の在り方を学ばせようとしている。そして、学生の心情は
どうしたらよいのか分からない程に緊張し動揺している。さらにそれに付け
加え、日誌の書き方やどう接したらよいか等々の課題を山積にさせている。
　1年生の時期は、幼児教育の専門科目が少し始まった頃であり、まだ幼児
教育というものが何も認識できていない。その時期に、r実習のあり方」と
いう重大な課題を与え過ぎていたのではないかと思われる。1年の後期（冬
休み）や2年の前期に幼稚園実習や保育園実習があるのだから、おもちゃラ
イブラリー実習は、子どもとおもちゃのあそびの体験でいいのではないか。
子どもとの触れ合いを体験し、おもちゃを使って楽しくあそぶ事ができれば
よいのではないかと考察するのである。
　c、おもちゃライブラリー実習の改正案
　アンケートの調査結果やカリキュラムが過密化しており空き時間のない現
況を考慮し、学生の立場になって考えてみると、見通しが明るく希望が涌き
やる気を持たせるような、おもちゃライブラリー実習にしなければならない。
事前事後研究や日誌の記入等もっと軽減した学生生活に負担がかからない様
なプログラムにすることが必要であると考察する。
　つまり、子どもと触れ合うきっかけ、おもちゃを通してあそぶきっかけ、
実習を学ぶきっかけになるのがおもちゃライブラリー実習であり、実習の在
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り方や日誌の書き方等、学問的なことは徐々に学んでいけばよいのである。
以上のことを考慮し次のような改正試案を考えた。
　d、試案としてのライブラリー実習計画
＊実習当日の一日の流れ
9：00
9：05
9：35
10：10
10：45
10：55
12：05
　　　　　　　（9
集合・出席の確認
清掃
ミーティング
環境設定
幼稚園児の出迎え
幼稚園児とあそぶ
片付け・昼食準備
：00～14：35、改定前16：15）
12：15
12：50
13：10
13：20
13：50
14：35
昼食
片付け・帰園準備
幼稚園児見送り
清掃
反省会
実習終了
＊実習前研究について
　　実習の1ケ月前から1週問前までに2回（改定前4回）おもちゃライブ
　ラリーに来館し、おもちゃの名前やおもちゃの種類、あそび方、対称年齢
等を各自が把握する。
＊実習日誌について
　　r目標」、当日のr保育の流れと実習内容」、r反省」について記録する。
　（但し、それぞれに記録の参考となる事例やヒントを掲載し記載部分を少
　なくする、改定前は事例やヒントなし）日誌は1週間後に提出し約2週間
　後に返却する。
＊実習期間と総合回数
　　5月第2週より11月頃までの火曜日、木曜日、9月の集中講議期間とす
　る（但し、附属幼稚園との調整による）。総合回数は約25回（予備日含む）
　1回約8名とする。
＊幼児教育科の実習担当教員が9：00～2：35までライブラリーに在中する。
＊日誌は幼児教育科専任教員が順番でみるものとし、実習担当教員が再読添
　削し確認する。
＊ミーティング内容
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　出欠確認、身だしなみ・持ち物確認（名札、筆記用具、ノート、弁当等）
　一日の流れ説明と諸注意（子どもの送迎、子どもへの関わり方、環境設定
　と把握、ノートのとり方、昼食準備と片付け、清掃等について）、但し手
作り名札は強制はしない（改革前は名札コンクールとして半ば強制）
＊反省会
　目標の達成、疑問点の提示と解明、援助や関わり方法等々について感想
や反省を述べ合い今後の実習に参考となるよう対処の方法を学ぶ。
　主な改良点は、実習前研究を2回にする、実習時間を1時間少なくし1時
限から3時限とする、名札製作を自由にする、日誌の記述は少なくし見本や
ヒントを多く入れる、担当教員が変わる等である。
　以上の改正案を幼児教育科会議で認めて頂き翌年4月より実施した．
IH一（2）、幼稚園実習後調査結果の考察
　2回目の調査は同じ学生であるが幼稚園実習を経験しているので、設間の
項目を何が役立ったか具体的に挙げてアンケートを行った。
　その結果全体から見ると、r名札」が圧倒的な割合いで66％にもなってい
る。これは実習先の幼稚園で手作りの名札を付けることが許されると、子ど
もが見てすぐにわかり興味のあるTVアニメや動物のキャラクター等大好き
なものが目の前に現れるからである。子どもとあそんだりする関わりの中で
一番目立つものであり、子ども同士の話題になったり名前を覚えるきっかけ
になり、その上手作りの物はそれだけで味があり、さらに学生それぞれが創
意工夫をしているからであろうと推測する。
　次は「実習ノートの記録や記載」が49％役に立ったと答えており、今回の
アンケートでもあんなに辛い厳しいと答えていたが、結局のところ約半分の
学生は役立っているのであろう。その証として、問2の「役立たなかったも
のは何ですか」に実習ノートの記録記載が13％程しかおらず、残り38％はど
ちらでもない学生なのである。つまり良い方に解釈してみれば、87％が役立
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つとも考えられる訳である。学生の意見を尊重しないわけではないが少しあ
やふやな面もあるのではないかと考察する。
　次に、項目では「当日の子どもの関わりと対応が役に立った」と答えてお
り、この辺が1位か2位になればこちらの目測に当てはまり実習の効果が大
と考えられるのであるが、3位であり46％である。これは次の問2の「役に
たたなかった」の項目では4％しか過ぎないので、まあまあであると考えて
も大丈夫なのではないか。
　次いでr全体にみて役立つ」が30％、r反省会が役立つ」が24％である。
　問2の「どんなことが役にたたなかったのですか」では、1位に「環境把
握」でそんなに多くないがrおもちゃの場所や設定」で17％である。これは、
幼稚園等のある程度一般化した普通の場所であれば画一化されており、あま
り環境を把握して覚えるということがないのかもしれない。しかし、おもちゃ
ライブラリーといった特別の施設の実習では準備や計画の設定という面で重
要なものであると認識する。
　次にr記録と事前研究」が13％になっているがノートについては前にも述
べたので省略したい、事前研究はrその他の意見」にあったが、空き時間が
少ないことと、他の授業でのレポートが重なる時もあり、課題がいっぱいあ
ると負担になるからであろうと推測する。
　そして、その「事前研究の回数は何回が適当か」の設問は、1位の2回が
38％、1回が30％、3回が16％と続きそんなに高い割合いではない。これは
1回目の調査では2回が43％、3回が26％、1回が17％、4回が11％であり、
両方とも2回が1位であった。この結果は初めの調査が現実的で関心が高かっ
たことを裏付けており、2回目の調査になると幼稚園実習も終わりおもちゃ
などの興味も薄くなっているからであろうと考察する。
皿一（3）、実習内容改正後調査結果の考察
　最初に間1の設問に対し、「勉強になった」が1位で77％、「楽しかった」
が2位で66％、「大変だった」が3位で48％、次に「ますます子どもが好き
一45一
冨田英也
になった」が30％、rますます幼稚園教諭という仕事に興味を持った」が24
％、という順位になっている。これらを考察すると、今回の調査は、1位に
あるr勉強になった」が1回目の時と同じようにトップにあり、いずれも実
習としての役目は果たしていると推測できる。次に驚くことは、「楽しかっ
た」と答えている学生が66％にも上がり、1回目の調査33％のちょうど2倍
にあたる。これらを証明しているのは、その他の意見にみられるrもっと子
どもと関わりたいのでライブラリー実習を2～3回やってもいいと思った」
とか「子どもと一緒にあそべて楽しかった、ここで学んだことを本実習でい
かせればいい」と述べられていることからも伺える。それは、専門的分野へ
入る第一歩であり子どもと関われる喜びや期待感からなのではないかと考察
する。
　しかし、3位に「大変だった」があるので手放しては喜べない。でもこの
「大変だった」という言葉は、普段でも何気なく使う言葉であり、ちょとし
た時にも使ったり本当に身体や頭を酷使するような意味でも使われ幅が広い
ので、度合いを示す設問にすることが必要だったと反省している。又、1回
目では88％の学生が「大変だった」57％「疲れた」というのに対し、今回は
それぞれ48％・23％とに半減し、辛さや苦しさといった苦痛感や不快感が激
減しているのではないかと思われる。
　実習は、普段の授業や日常生活から抜け出て課題を抱えながら半日以上通
して実際の保育現場を身を持って経験することである。1～2時間なら何の
こともないが長い時間気を張って続く演習ともなれば誰でもr大変」ではな
いかと認識するべきである。そうであれば、いつもと違って重荷を感じ多少
の負担感を持つのはやむを得ないのではないかと考察する。
　次に取り上げたいことは、4位30％のrますます子どもが好きになった」
と5位24％のrますます幼稚園教諭という仕事に興味を持った」である。1
回目と比べると前者は4割以上後者は5割程も増えそれぞれの該当者が増え
ている。これらからみても確実に改正した成果が現れていると考えても間違
いないであろう。
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　さて、「問2の疲れたことや大変だったことは何ですか」に対し、1位に
「当日の子どもの対応」が見られるが1回目の調査では5位であった。これ
は先程のr楽しかった」の裏返しで、子どもと一緒に関わることは楽しく喜
びを感じるのだが、短い時間の中で子どもの対応や先生の対処法等何か得る
ものはないかと緊張しているからではないかと思われる。確かに専門的に考
えるとそこから何か学び取らなくてはならないが、じっと構えていてはかえっ
て子どもとのかかわりが自然でなくなり信頼関係がギクシャクしてしまうで
あろう。その辺の在り方が非常に難しいし、当日朝のミーティングでも話し
ているところである。おもちゃを通して子どもとあそぶのであるから保育者
であってもある程度はあそびを楽しまなくてはならないし、おもちゃがおも
しろいことを見せなくてはならない。そんな事もあって学生は少し負担に感
じているのではないかと考察する。
　次に「大変だった事」に「ノートの記載」が上げられるが1回目の調査88
％に対し今回は25％で3倍以上に減少している。これは、実施内容のシステ
ムを改正した成果であると考えられる。さらに、環境把握も1回目の48％か
ら11％に実に4倍も減少しており、1回と2回の調査のその他の意見で見ら
れたr時間が無駄だ」とか、rあまり意味がない」といった意見はなく、こ
れも改正した効果であろう。又、他の項目をみても数パーセントであり全く
問題はないと考察する。
　最後に事前研究の回数は、1回目の調査の後4回から2回に変更したが、
2回、3回の調査でやはり2回が圧倒的に多く、現状のカリキュラムや空き
時間等から言っても2回が適当である。おもちゃライブラリーへは事前研究
だけでなく、昼休みやおもちゃに興味を感じた時等、学生の意志で自由に訪
れられることが望ましい。
lV、まとめ
　教育実習は、実際に幼稚園や保育園に行って子どもと関わり、子どもの生
活やあそびがどんなものであるか体験し、対応方法や担任の先生の対処方法
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などを学んで教師としての力を身につけて行く実践教育である。
　このことは前にも述べているが、おもちゃライブラリー実習は、教育実習
の前に附属幼稚園の園児をライブラリーに移動して行うことができる、本学
独自の他養成機関に類のない素晴らしいカリキュラムである。普通の幼稚園
で子どもがあそんでいる所へ行って関わることとは、子どもがそれぞれ多種
多様なあそびをしている所で関わることであり、季節によるあそびや、年齢
が違うあそび等、それこそ色々な状況を想定して関わらなければなるまい。
おもちゃライブラリー実習は、その点おもちゃを介して子どもとあそぶ訳で
あるから、子どもの目的がみな同じなので関わる様子が想像することができ、
捉えやすいことは言うまでもないことである。
　平成14年1月14日付けの朝日新聞に、東北大学の障害児教育で有名な渡辺
信一が『教室での訓練よりは「社会や日常生活の中で身体全体で学ぶ」こと
を重視し、「障害児教育に限らずすべての教育現場で、知識だけを頭に蓄積
するのではなく、複雑な環境で試行錯誤しながら、身体を通して学習するこ
とが重要になっているのではないか」』と述べていることを取り上げていた。
実習とは正にその通りであり、何度も言うようであるがおもちゃライブラリー
実習は、少子化の現状で殆どの学生が子どもとの関わりがないことを考える
と、子どもとおもちゃを介して楽しく容易に関われることができ、本当に身
体全体で覚える大切さを経験できる又とない機会なのでであると考察する。
又、子どもとの信頼関係を築く上でも、何もない所で子どものあそびと関わ
るよりも、間におもちゃがあることで、子どもの意図や感情を理解し共感す
る能力が容易くなると考えるのである。
　H章でも述べているが、1回目調査でおもちゃライブラリー実習の現状を
知り、2回目で内容の改正を行い、3回目で実施状況を確かめると言うステッ
プを取りその効果が非常に顕著であることを調べることができた。最後に、
学生の事前実習の場として益々おもちゃライブラリーの活用を望む次第であ
る。
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